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ホタルやオワンクラゲなど光る生物は共通して体内に「ジオキセタン構造」
を作り出す能力を持っています。この構造を自ら破壊することで発光して
います。そして壊れた構造を再生することもできます。ずっと光っていら
れるのはこのためです。

発光キノコ

鉄道虫

ホタルイカオワンクラゲ

ホタル

発光のカギは「ジオキセタン」
ホタルはナゼ光る!?

発光効率

41％

発光効率 23％

ジオキセタンを
壊す開始剤を混ぜる。

●�発光効率とは…�仮にジオキセタン構造が100個壊れて
　100粒の光に変わったとしたら発光効率は100％です

生物の発光効率は高く、
その中でもホタルが一番高いといわれています。

人工的につくったジオキセタンに、
発色団や有機溶媒などを結合させ、
基本の核を作る。

1
ジオキセタンが壊れる
瞬間に放出したエネルギーを
発色団が受け取り、光に変える。
うまく受け取れない
発色団が多いと
発光効率は下がります。
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ジオキセタン
構造

破壊

体の中の
物質＋酵素

再生

生物発光の
仕組み

基本の構造（水色発光）発色団

ジオキセタン
大きな

ゆがみエネルギー
を持つ構造

発色の元になる
分子構造の部分

水ではなく、有機物質
からなる液体

発光分子が
たくさん
入っています

受け取る発色団が
多いほど発光効率が高い

受け取らない発色団が多いほ
ど発光効率が低い

発色団さまざまな
タイプの
発色団が
存在します

　　　　　が

どのくらいのエネルギーを
受け取れるかによって
発光色が決まります

エネルギーを
たくさん受け取れる
発色団と組み合わせれば青色、
少ししか受け取れない場合は
赤色に近くなります

現在は約50%の発光効率を
実現。やっと蛍を超えること
ができました。さらにさまざ
まな色に光る構造や、同じ色
でも効率よく光る構造を研究
しています。
今後は白く光らせる実験を進
めていきます。

現在化学発光は「熱が出ない」
「電力が不要」というメリッ
トを活かし、主に医療分野で
使われていますが、将来は人
にやさしい「癒しの光」とし
てさまざまな用途が期待でき
そうです。

将来は何に使うの？
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今
回
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し
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介
し
ま
す
。

 この時、発光す
る

開始剤

開始剤
壊す

受け取る発色団が

受け取らない

エネルギー

エネルギー

お祭りの光る
腕輪と原理は
同じだよ

熱

有機溶媒

 生
物発光に学んだ

   化
学発光とは!?


